
令和８年倉吉市消防団中部地区団合同訓練要綱 

 

 

１　目　的 

　小型可搬ポンプ及びホースの実用領域の性能を存分に体験し、限界域や危険性を認識する。

また、改めて中継送水の手順を受講して正しく安全に運用する。合わせて無線指示による

行動になれる事を訓練の目的とする。 

 

２　日　時 

　　令和８年１２月６日（日）午前 9 時 30 分から午前 11 時 00 分まで 

 

３　場　所 

　　飛天夢広場（倉吉市見日町地内） 

 

４　主　催 

　　倉吉市消防団中部地区団 

 

５　参加機関 

（１）倉吉市消防団中部地区団 

（上灘分団、成徳分団、明倫分団、小鴨分団、上小鴨分団） 

（２）倉吉市消防団本部役員 

（３）倉吉市総務部防災安全課 

（４）鳥取中部ふるさと広域連合　倉吉消防署、西倉吉消防署 

 

６　訓練想定 

　　中継送水の講習を受講した後、各分団は所定の位置で放水をおこなう。無線の指示で 

送水圧を変化させる。その後、各分団のポンプを繋いで中継送水をおこなう。 

　　　　 

７　安全管理 

　　鳥取中部ふるさと広域連合消防局訓練時安全管理要綱に基づき、安全管理者を中心に 

自己管理を基本とした事故防止に努める。 

・安全管理員　本部役員から適人数　　倉吉消防署隊員、西倉吉消防署隊員 

 

８　事前説明 

　　訓練説明については、訓練参加者と日程調整し、事前に説明を行う。 

 

９　その他 

（１）訓練可否決定については、参加機関が協議し、訓練当日午前８時 00 分に決定し、 

各参加機関へ連絡する。（予備日なし） 

（２）災害発生時は災害の規模により、訓練を一部継続または中止し災害対応にあたる。



（３）消防団運用無線（1ch）を使用する。 

（４）放水圧力は、０.３MPa～０.８MPa の範囲とする。 

（５）筒先員は２名とし、各分団判断で途中交代を実施する。 

（６）ホースは、放水訓練時は１本。中継送水時は、元ポンプ側から 3 本とする。 

（７）中継順は、元ポンプ：上灘分団、中①ポンプ：上小鴨分団 

中②ポンプ：明倫分団、中③ポンプ：小鴨分団、先ポンプ：成徳分団 

（８）服装は、活動服、編上げ靴、手袋、ヘルメット（活動中）、アポロキャップ 

　　　防火服（筒先員） 

 

時間経過 

 

09:20　多目的広場（倉吉大橋下）車両（送迎車も含む）とともに集合完了 

09:25　開会 

09:30　中継送水講習 

09:45　各隊放水位置へ移動開始・ポンプ設置 

09:55　放水開始　15 分間（無線による放水圧の指示） 

10:10　放水終了・各隊中継送水位置へ移動・ポンプ設置 

10:30　中継送水開始 

10:40　中継送水終了・収納開始 

10:50　講評 

11:00　解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


